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WePatch 2：Web フォームにおける入力ミスを利用した半自動

BADUI 改善システム 
 

田島一樹†1	 中村聡史†1 
 
概要：Web上には間違った入力をしやすい登録フォームや誤りがある情報提示といったような，ユーザの失敗や誤解
を誘発するようなユーザインターフェース（BADUI）が多く存在している．また，その改善の手間などからWebサイ
トの BADUIは放置されることが珍しくなく，日々ユーザを困らせている．我々はこれまでの研究で，BADUIにおけ
る適切な操作のための手がかりの提示や入力の自動修正といった，改善機能の付与と共有をエンドユーザに可能とさ
せるシステムを実装した．しかし，過去に提案した手法は改善に手間がかかることや，不適切な改善がなされる可能

性があるという問題があった．そこで本稿では，システムがユーザの失敗行動から適切な改善機能の推薦を行う半自

動的な BADUI改善手法を提案する．また，提案手法をWebフォームにおいて実現するシステムを実装し，使用実験
を行った結果，エラー率の減少やユーザビリティの向上が可能であることを明らかにした． 
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1. はじめに  

	 Web技術の進歩と利用するユーザ数の増加によって，便
利なWebサービスは日々増えつつある．例えば，オンライ
ンショッピングやシェアリングサービス，イベントへの参

加登録のように，ユーザの様々なニーズに沿ったWebサー
ビスが作成されており，またその数は膨大なものとなって

いる．ここで，Webサービス運営者にとって，ユーザに競
合サービスではなく自身の運営するサービスを利用し続け

てもらいつつ，そのサービスからの離脱率を下げるために

ユーザビリティは重要である[1]． 
	 しかし，開発時にユーザビリティの適切な評価を行わな

かったために，ユーザの失敗や誤解を招くようなユーザイ

ンタフェース（BADUI）が出来てしまうことは少なくない．
また，開発における予算が少なかったり開発期間が短かっ

たりするなど開発にかけることが可能なリソースが不十分

な場合や，開発時に想定していなかった問題の発生により，

結果的に BADUI となってしまうことも珍しくない．こう
した BADUI はサービスを公開した後であっても，サービ
スの再評価やユーザからのフィードバックによって原因を

特定し，改善するべきであるが，サービス運営者の予算や

リソース不足，ユーザビリティを重視しない運営者の存在

などにより，改善されずに放置されることも珍しくない． 
	 我々はこれまでの研究[2]において，Web上に放置された
BADUI の問題を解消し，ユーザの Web 上での失敗やスト
レスを減らすため，操作のための手がかりの提示や入力内

容を適切な形に自動修正するといった改善機能をユーザの

手で付与可能とするシステムであるWePatchを提案および
実装してきた．このシステムによって，Webフォームにお
ける入力内容の自動修正，入力例の提示，付箋型アノテー

ションによる操作上のヒントの提示といった BADUI にお
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けるユーザの操作支援を行うことが可能となった．また，

WePatch の機能の中でも，Web フォームで多くみられる誤
った形式での入力を招くような BADUI（図 1）において，
ユーザが誤った形式で入力した文字を自動的に正しい形式

に変換する機能が有用であることを明らかにしてきた[3]． 
	 しかし，WePatch を用いてユーザが改善機能を付与する
ためには，ユーザ自身が BADUI に対して適切な改善機能
を選択し，クリックや文字入力を行なった上で共有という

手順を踏むため，操作上の手間がかかるものであった．ま

た，WePatchの改善機能の中でも付箋型アノテーションは，
そちらへの注意をひいてしまうがために，ミスを誘発する

可能性が明らかになっており，意図せずに使いづらくして

しまう問題もあった． 
	 そこで本稿では，従来のWePatchにおける，改善のため
の操作の手間や，意図しない UI の改悪が起こる問題を減
らすため，ユーザの手による半自動的な BADUI 改善手法
を提案する．具体的には，Webフォームにおけるユーザの
失敗行動から BADUI を検知し，システム側から改善機能
の推薦を行う．また，本稿では提案手法をWebフォームの
BADUIを対象として実現するWePatch 2を実装し，Webフ
ォームにおける BADUI の改善を行う使用実験により，シ
ステムの有用性やリミテーションを検証する． 

 
図 1  ふりがなを誤って平仮名で入力してしまう BADUI 
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2. 関連研究 

2.1 Web 拡張によるユーザ支援 
	 Web拡張を用いてユーザの操作を支援する研究はこれま
でに多くなされている．Dong[4]らは，Webサイト運営者の
ユーザビリティ評価に対する専門知識とリソースの不足を

解消するため，Web拡張を用いて分かりづらいテキストの
修正や，ツールチップの付与をユーザのコミュニティーが

行うことによって問題を改善可能とするシステムを実現し

ている．Dong らは Web 上のテキストを改善対象としてい
るが，本稿で実現するシステムは入力を間違えやすいWeb
フォームを改善対象としている点で異なる．Dale[5]らはユ
ーザがWebサイトに付箋型のアノテーションを付与し，他
ユーザとの共有を可能とするシステムを実現しているが，

こうしたテプラ型のアノテーションは，ユーザを逆に混乱

させてしまう可能性があることが我々の過去の研究[3]で
示唆されている．Samuel[6]らはWeb上でユーザ同士のリア
ルタイムなコミュニケーションを実現しており，操作方法

を質問及び回答できるが，こうしたサービスではその場，

その時間に対話できるユーザが必要である．一方，我々の

手法では Web サイト上に機能を残しておくことができる
という利点がある． 
	 これらの研究のように放置されている BADUI を，ユー
ザが改善可能とするツールは多く存在するが，我々はこう

したツールにおける操作の手間や意図しない UI の改悪と
いった問題をなくすことで，ユーザによるユーザビリティ

改善研究に貢献するものである． 
2.2 ユーザビリティ診断 
	 これまでに Web サイトのユーザビリティの計測や問題
点の特定を行うことを目的とした研究は多く行われている．

代表的なユーザビリティ評価法の一つとしてヒューリステ

ィック評価法[7]が挙げられる．これは 3〜5 人の専門家に
よってユーザビリティの問題点の評価と改善を繰り返し行

うものである．また，FUS（Form Usability Scale）[8]のよう
にアンケートによって Web フォームのユーザビリティを
測定する手法も提案されている．さらに，ユーザの視線ロ

グデータを分析することによって問題点を検知する手法も

提案されている．しかし，これらの手法では人手やコスト

が必要なことから，運営者が実施できない可能性が問題と

して考えられる．一方，我々の手法では自動で BADUI の
検出から改善まで行うため，そうした評価に必要な人手を

必要としないというメリットがある． 
	 また，ユーザビリティに対してコストや労力をかけられ

ない運営者のために，自動的に BADUI を検知するような
研究が行われている．Grigeraら[9]は，ユーザの多量なイベ
ントデータを分類，フィルタリングすることで，自動で即

時的なユーザビリティの問題点の検知を可能とするシステ

ムを実現している． こうしたシステムは開発者にユーザビ

リティの問題点を報告するものが多いが，ユーザビリティ

に関心がない運営者によって放置されてしまうという問題

がある．一方，我々の手法では問題点の自動検知から改善

まで行うことが可能である． 
2.3 ユーザビリティガイドライン 
これまでの Web サイトのユーザビリティの知見を集約

した，開発者が守るべきガイドラインは多く提案されてい

る． Nielsen ら[10]は UI デザインで守るべき 10 項目を定
めており，10ヒューリスティクスという名前で知られてい
る．このヒューリスティクス評価法は，客観的にユーザビ

リティの問題点を発見したい場合に用いられることが多い．

しかし，こうした確認項目は抽象的であり，Webフォーム
のユーザビリティを評価する際には，Webサイトの種類に
適したガイドラインを用いる必要がある．その 1つとして，
Javier[11]らは Webフォームにおける 20個のガイドライン
を提案しており，手軽にWebフォームのユーザビリティの
向上が期待できるものである．また，Mirjam[12]らによって
こうしたガイドラインが実際に有用であることも明らかに

されている．こうしたガイドラインの有用性が明らかにな

っているにも関わらず，ユーザビリティを重視しない開発

者がガイドラインを参考にしないことで，BADUI のある
Webサイトが作成されてしまうことは少なくない．一方で，
本稿で提案する WePatch 2はこうしたユーザビリティの評
価から漏れてしまった BADUI におけるユーザの入力形式
を修正することが可能である． 

3. WePatch 2 

3.1 提案手法 
	 我々は既存のユーザの手によるWeb上の BADUI改善手
法をより手間なく，かつ信頼性の高いものにするため，ユ

ーザの失敗および修正行動から，そのWebサービスが本来
求めている入力形式を推定し，入力補正を行う改善機能の

付与を推薦する，半自動的なBADUI改善手法を提案する． 
	 例えば，あるWeb上の入力ボックスでは「カタカナ」し
か受け付けないが，ユーザがそれに気づかず「ひらがな」

で入力して送信ボタンを押したとき，システムは何らかの

エラーメッセージを表示する．ここで，「カタカナで入力し

てください」などの丁寧なエラーメッセージが提示されて

いる場合は，ユーザはそのメッセージに従い，カタカナで

入力し直し，送信ボタンを押すであろう．一方，「エラーが

発生しました」や「受け付けできない文字が入力されまし

た」などのように，何が誤っているのかわかりにくいメッ

セージの場合，ユーザは困惑しながらもこれまでの経験な

どを活かして色々と入力内容を修正する．このときユーザ

は，「プログラムやデータベースが本来求めている形式はカ

タカナなのではないか？」と推定することで，正しい入力

形式（ここではカタカナ）へとたどり着くことができるか

もしれない．また，正しくカタカナで入力した後，送信ボ
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タンを押すと，エラーメッセージは表示されず，サービス

への登録などが完了する（図 2）．我々の目的はこうした
Webフォームにおける試行錯誤の失敗と成功の入力内容の
差から，ユーザには見えないプログラムやデータベースが

求める正しい入力フォーマットを推定し，推定した結果を

もとに，その Web フォームに対して適切な変換フィルタ
（この場合は，ひらがな→カタカナ変換フィルタ）を推薦

することである．提案手法における BADUI 検知と改善機
能付与までのプロセスを図 3に示す． 

3.2 Web 上のテキスト入力に関する BADUI 
	 本稿では，Web上のテキスト入力ボックスについて，そ
の BADUIの自動検知を行う．一般にWeb上のテキスト入
力ボックスに関する BADUI は，入力データを処理するプ
ログラム（日付の入力として YYYY-MM-DDとなっている
ものを，ハイフン区切りでデータ取得するなど）と，デー

タを格納するデータベースのセルのフォーマット（整数，

実数，半角英数字，ハイフン区切りの DATEフォーマット，

文字数制限など）に依存していることが多い． 
	 例えば，図 4に示すテキスト入力フォームは，口座番号
を半角数字 7 文字で入力する必要があり，6 桁の場合は先
頭に 0 を，5 桁の場合は先頭に 00 を追加する必要がある
上，受取人名は，半角のカタカナと丸括弧のみ入力可能で

ある．このような BADUI の場合，ユーザはかなり混乱し
てしまうことになる．また図 5では，「＊＊番地・部署名に
受付できない文字が入力されました。ご確認の上、訂正し

てください。」とあるが，どこに問題があるのかわからない

ために，ユーザをかなり混乱させてしまうものである．な

おこのフォームの場合は，全角文字しか許容せず，半角の

英数文字，半角の空白文字がエラーの原因となっていた． 
	 図 4 や 5 および，これまで収集された膨大な BADUIか
ら，テキスト入力ボックスについては，下記の組み合わせ

の制約があり，結果的に BADUIになっているといえる． 
l 文字種の制約：ひらがな，カタカナ，数字，漢数字，

アルファベットのいずれか，またはその組み合わせ 
l 記号に関する制約：ハイフン必須／不要，スラッシュ

必須／不要，使用可能な記号の制約（例：アンダーバ

ーのみ，ハイフンのみ，$#!?のみ）など 
l 半角・全角：半角文字のみ，全角文字のみ，両方を許

容するなど 
l 数値データに関する制約：整数，実数，桁数に応じて

先頭に 0を埋める（例：8月を 08月と入力）など 
l 文字数制限：8文字ちょうど，10文字以内，140字以

内，1000文字以内など 
	 なお上記の組み合わせによる BADUI は，その入力形式
についての説明が欠落していたり，説明がわかりにくかっ

 
図 3  BADUI検知と改善プロセス 

 
図 4  BADUIの例 

 
図 5  BADUIの例 

 
 

 
図 2  ユーザのトライアンドエラー 
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たり，間違っていたり（ひらがなで入力しなければならな

いのにカタカナと書いてあるなど），エラーメッセージがわ

かりにくかったり，初期値として入力されているものが間

違っている（整数で入力しなければならないのに実数値が

入っているなど）といったことがそのわかりにくさに拍車

をかけている． 
3.3 機能 

BADUIを検知した後の機能として，WePatch 2では以下
の 3つの機能を実装した． 
l 変換フィルタの推薦：ユーザの誤り訂正操作から

BADUI を検知するとボタンと吹き出しが表示される．
ユーザはボタンを押すことでフィルタを適用可能であ

る．また，誤ってクリックしてしまった場合であって

もフィルタを取り消すことが可能である．ユーザによ

る誤った形式での入力と，入力修正後にフィルタが推

薦される様子を図 6，7に示す． 
l 入力の自動修正：フィルタが付与された入力フォーム
では，ユーザが入力した文字に対しリアルタイムに修

正が行われる．修正時は文字が点滅するフィードバッ

クがあり，ユーザは入力しながら文字の修正が行われ

ていることを把握可能である． 
l フィルタの評価：自身の文字形式が修正された場合に，
フィルタに対して高評価または低評価をすることが可

能となっている．これにより，他のユーザによる投票

数からフィルタの信頼性を把握可能である．図 8 はフ
ィルタの評価ボタンが提示されている様子である． 

3.4 実装 
	 WePatch 2*は Chrome 拡張として JavaScript と PHP を用
いて実装した．また，Webフォームに付与された変換フィ
ルタの情報の共有は PHPとMySQLの連携によって可能と
した．変換フィルタは Google Chromeでこの拡張機能をダ
ウンロードしたユーザ間で反映される．JavaScriptは主に入
力ボックスでの入力中に文字のカタカナや半角といった形

式情報の取得とウェブストレージへの一時保存，エラー前

後の形式の比較と差異の抽出，変換フィルタの推薦，文字

修正といった処理の実行を行うために用いた． 
	 WePatch 2はWebフォームにおいて元々ユーザがいたペ
ージに戻った場合をエラーと定義した．また，エラー前に

入力された文字形式情報はウェブストレージに格納してお

くことで，エラー後の文字形式と比較することを可能とし

た．入力形式の取得は，入力ボックスへのフォーカス中に

エンターキーを押すことでボタンが提示されずに送信され

ることを防ぐため，入力形式はユーザの入力中にリアルタ

イムにチェックを行なった． 
	 また，PHPは Ajaxの非同期通信による値の受け渡しと，
MySQLに対する付与された時刻，URL，改善されたフォー

                                                             
* http://tajima.nkmr.io/wepatch/ 

ムの ID，付与されたフィルタの種類，フィルタの評価情報
といった改善情報に関する値の送信と取得のために用いた． 

4. 評価実験 

	 WePatch 2によりWebフォームが改善されるかどうかを
ユーザベースの利用実験から評価する．ここでまず，Web
フォームに関する BADUIの収集と，BADUIを含むWebフ
ォームの作成を行う．また，WePatch 2を用いた改善タスク
に取り組んでもらい，実験協力者全員のタスク終了後，付

与された変換フィルタ情報，エラー率，また実験後アンケ

ートの結果を用いて有用性を検証する． 
4.1 Web フォームの BADUI 収集と BADUI ページ作成 
	 BADUI収集には BADUIに関する大学の講義を受講済み
の 18〜20歳の大学生 11名（男性 8名女性 3名）を募集し，
自由にWeb上の登録フォームを検索してもらい，その中か

 

 

図 6  誤った形式での入力 

 
図 7  フィルタの推薦の様子 

 

図 8  変換フィルタに対する評価の提示 
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らユーザが開発者の意図とは異なる形式で入力してしまう

ような BADUIを集めるよう依頼した．収集した BADUIの
中で，登録フォームにまつわるものは 16種類あり，入力形
式を間違えてしまう原因となる Web フォームの要素で分
類した結果，入力形式の手がかり（ひらがな，半角等を指

定する文字列）に関するものが 7件，入力ボックスの隣に
ある入力項目のタイトル（お名前，住所等）に関するもの

が 4件，入力必須項目の手がかりに関するものが 3件，入
力例に関するものが 1件，入力ボックス数に関するものが
1件であった．以上の収集結果より，表 1に示す BADUIを
選定した． 

	 なお，過去の実験[3]で作成したWebフォームはあまりに
入力項目が多く，その負荷も大きくなってしまったため，	

本稿で用意する Web フォームの入力内容は 1 つのページ
につき 2〜3項目とした．また，表 1を参考に，ページごと
に入力項目やタイトル，入力形式の手がかり，入力例を用

意した．また，背景画像やフォント，配色といったデザイ

ンを 1ページごとに異なるようにした．具体的な入力項目
は，名前に関する情報（漢字，ふりがな），年齢に関する情

報（年齢，生年月日），住所に関する情報（郵便番号，住所），

                                                             
* https://hogehoge.tk/personal/ 

連絡先に関する情報（電話番号，メールアドレス）である．

図 9 は，実験用の Web フォームの例である．この Web フ
ォームは，入力形式が合っていれば次のページに進み，誤

って入力された場合にフォームの隣にエラーを提示するも

のである．なお，実験用のWebフォームとしては，全部で
50ページを用意し，その内の 10ページに表 1の BADUIが
含まれるようにした．ここで，BADUIでないページを実験
用ページとして用意した理由は，ユーザの使いづらいUIへ
の慣れや警戒心を薄め，また，改善されやすいページやエ

ラー率がページごとに偏ってしまうことを防ぐためである． 

4.2 BADUI 改善タスク 
	 BADUI改善タスクの準備として BADUI収集を依頼した
実験協力者とは別の 13名を募集した．実験協力者は，21〜
23（平均 22.5）歳の男性 11名，女性 2名であり，PCの使
用経験年数は平均 6.4 年，タッチタイプを習得している実
験協力者は 5名，ある程度タッチタイプが出来る実験協力
者は 7名，キーボードを見ながらでしか入力できない実験
協力者は 1名であった． 
	 実験協力者には普段から利用している PC に WePatch 2
を拡張機能に追加してもらい，使い方を教えた後，推薦さ

れた変換フィルタが適切であると感じたら適用してもらい，

不適切なものだと感じたら付与しないように指示した．適

用されたフィルタに関しては，本研究では他の実験者に共

有された状態で提示される．また，入力作業については，

入力するプロフィールはこちらが用意したダミープロフィ

ール*を用いて入力するよう指示した．さらに，ユーザはペ

ージ上で提示されている情報を参考にして，適切な形式で

入力を行なってもらうようにした． 
	 練習用の入力フォームでプロフィールを 3回入力しても
らった後，BADUI を含めた実験用入力フォームで BADUI
改善タスクを行なった．なお，実験は連続的に実施される

ため，徐々に BADUI 改善フィルタが適用されていくこと
になる．そのため，後半の実験協力者ほど BADUI の問題
が改善されていると期待される． 

 
図 9  実験用Webフォーム 

表 1  実験に用いた BADUI 

名前 
 

ひらがな入力必須だが，ラベルと例が「ヒラ

ガナ」と「タナカタロウ」のようにカタカナ

で表記されている 

カタカナ入力必須だが，ラベルと例が「かた

かな」と「たなかたろう」のようにひらがな

で表記されている 

英字大文字での入力が必須で，ラベルも英字

大文字であるが入力例が英字小文字で表記

されている 

英字入力を指定されているフォームが，全角

英字で入力必須である 

年齢 
 
生年月日 

一般的に数値の入力は半角だが，全角数字で

の入力が必須である 

年月日を区切るスラッシュが必要だが，スラ

ッシュ入力に関する手がかりがない 

住所 
 

郵便番号が半角入力必須であるにも関わら

ず，住所は全角入力が必須である 

電話番号ではハイフン入力が必要でないが，

郵便番号ではハイフンの入力が必須である 

ひらがな入力必須だが，入力例がカタカナで

表記されている 

電話番号 ハイフンを含めた入力が必須だが，手がかり

がない． 
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	 また，実験後はWebフォーム全体のユーザビリティと心
的負荷を測るための 2種類のアンケートを実施した．入力
フォームのユーザビリティの測定には FUS（Form Usability 
Scale）[8]を用い，ユーザの心的負荷を測定には日本語版
NASA-TLX（NASA Task Load Index）[13]を参考にし，Web
フォームに向けたものに変更して用いた．アンケートの質

問項目を以下に示す． 
FUS 
l 実験のフォームは長さが適切と感じた 
l 素早く実験のフォームを入力出来たと感じた 
l 質問項目の順序を適切に感じた 
l どういった情報を入力するべきかが常に理解出来た 
l どういった制限に従うべきかを全体的に理解できた 
l エラーが発生した場合，その問題を解決する方法が明

らかなエラーメッセージが表示された 
l 実験用入力フォームに満足している． 
	 各質問項目に対する回答は，「全くそうは思わない」，「あ

まりそうは思わない」，「どちらでもない」，「まあまあそう

思う」，「とてもそう思う」，の 5 つの中から一つに選択す
る，5段階のリッカード尺度を用いる． 
NASA-TLX 
l タスクを実行中に，フォームを見る，フォームの指示

を確認する，考える等どれくらいの知覚的活動が必要

だったと感じましたか 
l タスクを実行中に，入力する，クリック等，どれくら

いの身体的活動が必要だったと感じましたか 
l タスクを実行するにあたって，この課題の頻度または

速度から感じた時間的圧力はどの程度だったと思い

ますか 
l 与えられた課題の達成にどの程度努力したと思いま

すか 
l 課題目標について，あなたはどの程度成功したと思い

ますか 
l 作業中に，いらいら，不安，落胆，ストレス，悩み等

をどの程度感じましたか 
	 各質問は小〜大，少ない〜多い，悪い〜良い，を 0~11の
11段階のリッカード尺度を用いる． 

5. 結果 

	 実験終了後，実験用Webフォームにおけるユーザのエラ
ー率を確認したところ，BADUIを含んだ 10のページ中，
4ページについては 13名の実験協力者のいずれもが失敗し
なかった．なお，1名以上が失敗した 6ページのBADUIは，
表 1における名前の 1，2，3列目，年齢の 1列目，住所の
1，3列目に該当している． 
	 また，1名以上が失敗した BADUIのページについては，
システムにより BADUI として検知されていた．なお，適
用されたフィルタを確認すると，6 ページ中 3 ページは正

解の変換フィルタであったが，残りの 3ページは不正解の
変換フィルタが適用されていた．なお，不正解のフィルタ

が付与されたのは表 1における名前の 1列目，住所の 1，3
列目の BADUIであった． 
	 次に，フィルタが適用されるごとにエラー率が下がるか

どうかを確認するため，実験協力者の実験を行なった順番

にアンケート結果のプロットを行う．なお，エラー率に関

しては，各実験協力者がエラーを出力したかどうか（エラ

ーがなければ 0，出力されれば 1）をページごとに平均し，
割合を算出する．図 10，11の縦軸は平均エラー率であり，
横軸は実験協力者が全体の中で何番目に実験を行なったか

を表す．実験順番に対応したエラー率の減少傾向を示すた

め，目的変数を平均エラー率，説明変数を実験協力者の順

番として単回帰分析を行なった．結果として，BADUIが含
まれる 10 ページにおける平均エラー率を用いた近似式で
は，二つの要因は弱い負の相関関係（決定係数=0.3534）に
あり，全ページにおける平均エラー率を用いた近似式でも，

二つの要因は弱い負の相関関係（決定係数=0.2904）にある
ことが明らかになった．よって，フィルタが付与されるご

とにエラー率を減少させることが可能であることが明らか

になった． 
	 フィルタが付与されるごとにユーザビリティの向上やタ

スクによる心的負担の軽減度合いを確認するため，実験協

力者の実験を行なった順番にアンケート結果のプロットを

 
図 10  エラー率の推移（BADUIページのみ） 

 

 
図 11  エラー率の推移（全ページ） 
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行う．ここで，プロットを行うデータはアンケートの各質

問項目に回答された全ての値を平均したものである． 
	 まず，FUS への回答の分析結果を図 12 に示す．図の縦
軸は全質問項目への評価値を平均した値であり，横軸は実

験協力者が全体の中で何番目に実験を行なったかを表す．

実験順番に対応したユーザビリティの上昇傾向を示すため，

目的変数を評価平均値，説明変数を実験協力者の順番とし

て単回帰分析を行なった．結果として，近似式（決定係数

=0.514）より，2つの要因は弱い正の相関関係にあった． 
	 次に，NASA-TLX への回答の分析結果を図 10 に示す．
図の縦軸と横軸は図 13 と同様な意味を表す．実験順番に
対応した心的負荷の減少傾向を示すため，目的変数を評価

平均値，説明変数を実験協力者の順番として単回帰分析を

行なった．結果として，近似式（決定係数=0.1383）より，
2つの要因に相関関係は示されなかった． 

6. 考察 

	 実験の結果より，Web フォームの BADUI におけるユー
ザの失敗行動の検知，また半自動的な変換フィルタによる

改善を行うことで，エラー率の減少やユーザビリティの向

上が可能であることを明らかにした．そのため，WePatch 2
を利用するユーザ間で，Web フォームを利用される度に

BADUIの入力ボックスにフィルタが適用されていき，ユー
ザビリティが向上すると考えられる． 
	 しかし，不正解の変換フィルタが付与されたページもあ

り，こうした問題に対処するには BADUI 検知アルゴリズ
ムの改良が必要であると考えられる．具体的には，現在の

アルゴリズムではユーザがエラー前に入力した最後の文字

の形式と，エラー後の最初に入力した文字の形式を比較す

る形となっているため，どうしてもそのユーザの試行錯誤

を判断することができない．そこでリアルタイムなチェッ

クは行いつつも，最終的に入力完了後の形式も考慮した推

薦を可能とすることで精度を高める予定である．また，1人
のユーザの失敗からの修正のみから変換フィルタをシステ

ム側で選定したため，そのユーザの修正が適切でない場合

に不正解の変換フィルタが推薦されてしまう可能性が考え

られる．そこで，複数ユーザの修正行動から多数決で変換

フィルタの選定を行うよう実装することで，より信頼性の

高い変換フィルタの推薦が可能になると考えられる．また，

BADUI検知アルゴリズムを改良し，どの程度 BADUI検知
が可能であるかの精度を検証する必要があると考えられる． 
	 今回，全実験協力者が一度もミスをしなかったページは

4 つあったが，これは 1 ページにおける入力項目が少ない
ことが原因であると考えられる．そこで今後は，BADUIペ
ージの難易度を高めることによって，BADUI検知が可能か
どうか検証する予定である． 
	 また，今回用意した手法は，3.2節で触れた文字種の制約
や記号に関する制約，半角・全角に関する制約や，数値デ

ータに関する制約，文字数制限の全部をカバーできている	

わけではなかった．そこで今後は，こうした様々な入力に

ついて考慮しつつ，BADUIを改善していく予定である． 
	 ここで，今回提案する手法は，多くのユーザに対して入

力を監視されているのではという不安を抱かせるものとな

っている．実際にはユーザが変換フィルタ付与ボタンを押

してはじめて，そのフィルタに関する情報のみが送られる

ようになっている．しかし，なんらかの情報を送っている

というのは，ユーザに対して積極的に使おうと思わせるに

は弱いものであるといえるため，ユーザに対して不安感を

抱かせないものにするようシステムを改良する予定である． 

7. まとめと今後の展開 

	 本稿では，従来のユーザの手による BADUI 改善手法に
おける手間と意図しない UI の改悪を減らすため，ユーザ
の試行錯誤の情報を用いてBADUIの検知を自動的に行い，
ユーザに改善機能の付与を推薦する半自動的な BADUI 改
善手法を提案した．また，Webフォームにおいて BADUIを
検知し，変換フィルタの推薦を行うWePatch 2を実装した．
評価実験により， Web フォームにおけるエラー率を減少
可能であること，また，ユーザビリティを向上させること

が可能であることを明らかにした． 

 

図 12  評価平均値の推移（FUS） 
 

 

図 13  評価平均値の推移（NASA-TLX） 
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	 今後は， Webフォームにおける BADUI検知精度の検証
実験，また，半自動的な BADUI 改善手法を変換フィルタ
以外の機能で実現を行う予定である．さらに，ユーザが

BADUI改善のモチベーションを維持するため，どの程度改
善機能によって他のユーザが支援されたか，といった情報

をグラフなどによって可視化を行う機能を実装する予定で

ある． 
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